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青年の父・母へのアタッチメント表象と自尊感情の関係
李 和 貞
【問題と目的】
人はどのようにして自分自身について認知していくのであろうか？人間のライフスパン（life‐
span）における発達の様々な研究の中で，最も中心的な理論は，自己（self）に対する理論であ
る（Cassidy, １９９０；Chon, １９９０）。多くの研究より，自己概念は個人の行動，感情，動機，社会
性，仲間関係およびパーソナリティの発達に影響を及ぼす規定因の一つとして示唆されてきた
（Coopersmith,１９８１；Harter,１９８３；Hartup,１９８３；Damon & Hart,１９８８；Papalia,１９８９）。
人間の行動における重要な説明変数として自己概念は，その定義においても研究者によって異
なる観点から捉えられている。例えば，個人の自我実現，幸福感における重要な影響力の有する
心理的要因として（Coopersmith, １９８１），また自己に関してもっている知識（self, knowledge）
のネットワークとして（Markus & Wruf, １９８７）定義され，また，Harter（１９８２）は，自己に
対する評価的態度，価値判断であると定義しているが，一般的に，自己概念は，他者との関わり
において自分自身によって認知された様々な側面における自己の内容を意味する。
GecasとSchwalbe（１９８６）は，自己の発達における最も重要で決定的な要因について親及び家
庭からの影響をあげているが，一般的な考え方から，親との関係は子どもが最初に形成する対人
関係であり，親との親密的で集中的な相互作用が人のその後のパーソナリティの発達において重
要な要因となりうることは，十分予想される。
愛着理論は，子どもの家族経験と社会的情動的な発達の関係を説明する有力な理論として注目
されているが，多くの研究によって，養育者への愛着と子どものその後のパーソナリティ及び社
会人格的発達において（Easterbrooks & Goldberg,１９９０；Wartner, Grossmann, Fremmer, Bom-
bik, & Suess,１９９４），また社会的特性（George & Main,１９７９；Mueller & Silveramn,１９８９）と
の間において，その関係性が示唆された。特に，愛着研究の開拓者として愛着理論を確立した
Bowlby（１９７１）は，乳児期に形成される養育者に対するアタッチメント（愛着）は，そのまま
の形で持続されるのではなく，時間の経過とともに自己と他人に対する信念として再構造化し，
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その再構造化されたものを内的作業モデル（internal working model）として命名した。そのよ
うな理論的背景のもと，親に対する内的作業モデルと自己に関する内的作業モデルの補完的関係
について，幼児期を対象にした実証的研究が報告されている（例えば，Cassidy,１９８８；Versehue-
ren et al.,１９９６；Versehueren & Marcoen,１９９９；再引用（李，２０００））。
しかし，愛着理論を乳幼児期における親子関係の特有な概念としてだけではなく，青年期・成
人期の発達的特徴の説明概念として捉えていくためにも，青年期を対象にした実証的研究が必要
である。
従来の青年期を対象にした愛着研究は，異性あるいは一般他者との対人関係の様式を愛着スタ
イルとして捉える傾向が強く，最も重要な愛着人物である養育者とのアタッチメントを中心とし
た関係性及びそのアタッチメント表象そのものについては，研究の数が少ないという現状である。
また，報告された研究の大半が，そのアプローチにおいて，多様な家族システムとの関連性を
もつ家族水準的な観点からではなく，主に母子関係を中心とした一面的な水準にととどまってい
ることは問題点の一つとして指摘できる。即ち，従来の愛着研究では，愛着人物として主に母親
に集中している場合が多い。もちろん，養育者としての母親の主要な役割を否定することではな
いが，父親の子どもへの発達のかかわりをみていく上で，父子の愛着関係に着目することは重要
な手がかりを与えると考えられる。一般的な考え方から，子どもは母親と同様に，父親からもか
なりの多くの世話を受けており，重要な対象として考えられる。そして父親との間に形成される
アタッチメント関係は子どもの発達にプラスの意味をもっていることが十分に予想される。
以上のことから，本研究では，青年期のアタッチメントに対する基礎的な研究の一部として，
まず，大学生に焦点を当て，青年の父・母へのアタッチメント表象について注目する。従来，青
年期は，激しい感情や不安の渦中として表現され，また親からの心理的離乳が加わる不安定感の
強い時期として考えられるが，その時期において，青年は，どのような親へのアタッチメント表
象を有するのかを検討する（第１研究目的）。そして，自尊感情に関するHarter（１９８２）の定義
に従い，自己概念を自分自身に対する評価や価値概念（自尊感情）として見なし，大学生の父・
母へのアタッチメント表象と自尊感情との関係性について検討する（第２研究目的）。これらの
研究目的について，母親のみならず父親へのアタッチメント表象にも注目し，家族システム的な
観点から検討を行う。
尚，本研究では，アタッチメント表象を，前述したBowlbyの定義に従い，大学生の重要な愛
着人物である母親及び父親に対する内的作業モデルとして，また自尊感情を自分自身に対する評
価及び価値に関する自己に対する表象として定義する。
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【対象と方法】
対象は，東京都内の３つの大学において，心理学及び教育学関係の講義を受講している学生（計
５４４名）を対象に調査を行った。その結果，男性２７９名，女性２１６名の計４９７名（平均年齢２０歳；SD
＝１.８９）の有効回答を得た。調査期間は２００５年５月下旬から７月中旬までの間で，調査時間は１５
～２０分程度であった。
調査内容
質問紙は，父・母へのアタッチメント表象に関する質問紙（３０項目）と自尊感情尺度（１０項目）
から構成されていた。なお，回答者のデモグラフィックな特徴を問う項目については，表紙に配
置し，性別，年齢及び兄弟数を記入させた。
父・母へのアタッチメント表象に関する質問紙
李（２００５）の青年の母親に対する愛着スタイル尺度を参考に，母親及び父親に対する大学生の
アタッチメント表象に対する質問紙を作成し，検討を行った。李（２００５）の尺度は，母親に焦点
を当てた３カテゴリー（安定型，回避型，アンビバレント型）の愛着スタイルの表象を測定する
尺度ｉであるが，本研究においては，安定，回避，アンビバレントに対する愛着スタイルの表象
を，それぞれ，安定的なアタッチメント表象，回避的なアタッチメント表象，アンビバレント的
なアタッチメント表象として解釈する。評定については，“まったく当てはまらない＝１”から
“非常によく当てはまる＝５”の５件法を用いた（項目はTable1参照）。
自尊感情尺度
Rosenberg（１９６５）の自尊感情尺度１０項目を邦訳した山本ら（１９８２）の自尊感情尺度を用いた。
ローゼンバーグの自尊感情尺度は，自分自己について全体的にどのような見方をしているのかを
測定するための尺度として，十分な再現性と尺度化可能性があることが確認されている。回答形
式は，“あてはまる＝５”からあてはまらない＝１”の５件法を用いた。得点化は項目ごとに自
尊感情の高い反応から，５，４，３，２，１点とした。
尚，自尊感情尺度については，固有値の差から先行研究同様１因子が確認された （α係数＝.８３）
ため，項目の得点を合計し自尊感情得点として見なした。
上記の質問紙から得られたデータについて，
１．父・母へのアタッチメント表象の因子分析
２．大学生のアタッチメント表象に対する検討
３．アタッチメント安定性と自尊感情との関係性について検討
を通して父・母へのアタッチメント表象と，大学生の自尊感情との関係について検討した。
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【結果】
父・母へのアタッチメント表象の因子構造
まず，母親に対するアタッチメント表象に対する尺度について，因子構造を検討するため，因
子分析（主因子法，プロマックス回転）を行ったところ，Table２に示したように，先行研究で
得られた結果と同様の３因子を抽出することができた。また，父親に関しても，固有値が１以上
であることや因子負荷量（.３５以上）及び解釈可能性という３つの観点から，因子分析を行った
結果，想定した３因子のまとまりを見出すことができた。母親及び父親それぞれ，安定的なアタ
ッチメント表象に関する５項目が負荷の高かった第１因子（例えば，「母／父と一緒にいると安心
する」，「母／父と私は，深い愛情に結ばれている」）を「安定」因子とし，同様に第２因子（例え
ば，母／父に助言や助けを求めない」，「母／父に自分のことを必要以上に話すのを好まない」）を
「回避」とし，第３因子（例えば，「私が親の近くにいたがる時，親はうっとうしく思っているの
ではないか心配になる」，「母に見放されるのはないかと，不安になる」）を「アンビバレント」
と命名した。
尚，母親および父親に対するアタッチメント表象尺度の内的整合性を調べるために，Cronbach
のα係数を算出したところ，各因子の信頼性係数は比較的に高い値を示していたため（母親；第
１因子＝.８５，第２因子＝.８２，第３因子＝.７６，父親；第１因子＝.８２，第２因子＝.８３，第３因子＝.
Table１ 父・母へのアタッチメント表象項目と因子負荷量（N＝４９７）
父親
．７７８
．４０６
．６６７
．５７３
．５５５
．７６６
．８９９
．４３１
．５６９
．４８８
．７４６
．５２１
．７８９
．８２４
．６２５
母親
．７８８
．３５０
．７６２
．７８２
．５４４
．７６５
．８９３
．５５９
．５２８
．４８５
．５１１
．６６５
．６４３
．７６８
．５６８
項 目
第１因子「安定型」（５項目）（母親：α＝．８５，父親：α＝．８２）
父・母と一緒にいると安心する
父・母と私は，深い愛情に結ばれている
嬉しいことがあると，誰よりも父・母に喜んでもらいたい
父・母を完全に信頼することはできないと思う（R）
父・母とは，できるだけ，あまりかかわりたくない（R）
第２因子「回避型」（５項目）（母親：α＝．８２，父親：α＝．８３）
父・母に助言や助けを求めない
父・母に自分のことを必要以上に話すのを好まない
父・母に個人的な感情や考えを打ち明ける（R）
父・母に助けてもらわず，自力でやることを好む
困ったことがあっても父・母に相談したくない
第３因子「アンビバレント型」（５項目）（母親：α＝．７６，父親：α＝．８２）
私が父・母の近くにいたがる時，父・母はうっとうしく思っているのではないか心配になる
父・母に見放されるのはないかと，不安になる
父・母は，私と一緒にいたくないのではないかと不安になる
父・母は，私をやっかいな存在として思うかも知れない
父・母と一緒にいる時，突然父・母に怒られるのではないかと，不安になる
（注１：（R）は反転項目である。）
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８２），各因子に高く負荷している項目の評定尺度値の平均を各因子得点とし，さらに，アタッチ
メント表象の「安定」因子得点に，不安的なアタッチメント表象を示す「回避」及び「アンビバ
レント」因子の逆転処理した合計を加えて，アタッチメント安定性得点を算出した。得点が高く
なるほど，ポジティブなアタッチメント表象に示すと解釈された。
一方，因子間相関は，母親の場合，“安定型”と“回避型”が－.３９，“安定型”と“アンビバ
レント型”が－.３９，“回避型”と“アンビバレント型”が.３１であり，父親においては“安定型”
と“回避型”が－.６７，“安定型”と“アンビバレント型”が－.２０，“回避型”と“アンビバレン
ト型”が.３１であった。
父・母へのアタッチメント表象の性別差について
父・母に対するそれぞれの３因子について，性別による因子得点を比較すると，Table２の通
りになり，母に対するアタッチメント表象においては，「安定」，「回避」の因子に差が見られた。
つまり，母親に対する安定的な認識については，男子大学生より女子大学生の方が，また回避的
な認識については，女子大学生よりも男子大学生の方がその傾向性が強いことを示す。一方，父
に対するアタッチメント表象においては，「安定」，「アンビバレント」の因子に差の有意傾向が
見られ，女子大学生の方が男子大学生より父親に対する安定的なアタッチメント表象を，また男
子大学生の方が女子大学生より父親に対するアンビバレントなアタッチメント表象をもつ傾向が
あることがわかった
そこで，大学生の性別による父親及び母親に対するアタッチメント表象の差について，より具
体的に検討を行うため，アタッチメント表象尺度の各項目得点の平均値による検討を行った。Ta-
ble３に示された通り，女子大学生と男子大学生の両群を比較すると，まず，母親に対するアタ
ッチメント表象の場合，女子大学生においては，「嬉しいことがあると，誰よりも母に喜んでも
らいたい（安定因子）」，「母と私は深い愛情に結ばれている（安定因子）」，「母と一緒にいると安
心する（安定因子）」及び「母に個人的な感情や考えを打ち明ける（回避因子（逆転項目））」，ま
た「母と一緒にいる時，突然母に怒られるのではないかと，不安になる（アンビバレント因子）」
の５項目に０．５～５％のレベルで有意に高い値が認められた。
一方，男子大学生においては，安定因子（逆転項目）の項目である「母とはできるだけかかわ
りたくない」，回避因子の項目である「母に助言や助けを求めない」，「困ったことがあっても母
に相談したくない」及び「母に助けてもらわず，自力でやることを好む」，「母に自分のことを必
要以上に話すのを好まない」が，そして，アンビバレント因子である「私が母の近くにいたがる
時，母はうっとうしく思っているのではないか心配になる」の６項目において，０．５～５％のレ
ベルで有意に高い値が示された。
また，父親に対するアタッチメント表象においては，女子大学生群では，アタッチメント表象
については，安定因子である「嬉しいことがあると，誰よりも父に喜んでもらいたい」，「父と私
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は深い愛情に結ばれている」，「父と一緒にいると安心する」の３項目に１～５％のレベルで有意
に高い値が認められた。一方，男子大学生群においては，アンビバレント因子である「私が父の
近くにいたがる時，父はうっとうしく思っているのではないか心配になる」，「父は，私と一緒に
いたくないのではないかと不安になる」，「父は，私をやっかいな存在として思うかも知れない」
の３項目が５％のレベルで有意に高い値を示した。
Table３ 平均値において有意差のみられた項目
Table２ アタッチメント表象尺度の因子得点の平均と有意差（性
別差）
男子大学生において高い項目
＊＊＊
＊＊＊
＊＊＊
＊＊＊
＊＊
＊＊
＊
＊
＊
母親に対するアタッチメント表象
・母とはできるだけかかわりたくない。
・母に助言や助けを求めない。
・困ったことがあっても母に相談した
くない。
・母に助けてもらわず，自力でやるこ
とを好む。
・母に自分のことを必要以上に話すの
を好まない。
・私が母の近くにいたがる時，母はう
っとうしく思っているのではないか
心配になる。
父親に対するアタッチメント表象
・私が父の近くにいたがる時，父はう
っとうしく思っているのではないか
心配になる。
・父は，私と一緒にいたくないのでは
ないかと不安になる。
・父は，私をやっかいな存在として思
うかも知れない。
女子大学生において高い項目
＊＊＊
＊＊＊
＊＊＊
＊＊＊
＊＊
＊＊
＊＊
＊
母親に対するアタッチメント表象
・嬉しいことがあると，誰よりも母に
喜んでもらいたい。
・母と私は深い愛情に結ばれている。
・母と一緒にいると安心する。
・母に個人的な感情や考えを打ち明け
る。
・母と一緒にいる時，突然母に怒られ
るのではないかと，不安になる。
父親に対するアタッチメント表象
・嬉しいことがあると，誰よりも父に
喜んでもらいたい。
・父と私は深い愛情に結ばれている。
・父と一緒にいると安心する。
有意差
＊＊＊
＊＊＊
NS
＋
NS
＋
男子大学生
SD
４．３０
４．５２
３．１２
４．６１
４．６５
３．６５
MEAN
１７．５８
１５．４７
７．７５
１６．３５
１６．２９
８．３５
女子大学生
SD
４．７２
５．１０
３．２８
５．７２
５．３７
３．６１
MEAN
１９．７８
１３．０４
７．５６
１７．１９
１６．１９
７．７６
因 子
（母親）安定
（母親）回避
（母親）アンビバレント
（父親）安定
（父親）回避
（父親）アンビバレント
（＊＊＊：p＜．００５ ＋：．０５＜p＜．１０である。）
（＊＊＊：p＜．００５ ＊＊p＜．０１，＊p＜．０５である。）
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父・母に対する大学生のアタッチメント表象と自尊感情の関係
アタッチメントの次元から，大学生の自尊感情における関連の検証を行うため，前述した方法
で，母親および父親に対するアタッチメント安定性得点を算出した。それらの得点の平均及び標
準偏差は，母へのアタッチメント安定性は，Ｍ＝５６.４８.；SD＝１０.２９，父へのアタッチメント安定
性は，Ｍ＝５２.４２.；SD＝１１.１３であった。
次に，算出されたアタッチメント安定性得点をもとに，父・母それぞれの平均値を境に高得点
群と低得点群を作成した。２群に分割した後，父・母それぞれにおいて，アタッチメント安定性
と性を要因にとし，自尊感情得点を従属変数とした２要因分散分析を行った。
その結果，まず，母親に対する場合，性とアタッチメント安定性群における交互作用はみられ
ず，自尊感情における「性別」との有意な主効果（F（１,４９１）＝６.６２，p＜.０１））及び「アタッチ
メント安定性」の有意な主効果がみられた（F（１,４９１）＝２３.１７，p＜.００１）。これら主効果では，
母親に対するアタッチメント安定性において，女子大学生の方が男子大学生よりアタッチメント
の程度が高く，またアタッチメントの程度が高いほど自尊感情の程度が高くなる傾向があること
が示された（＝アタッチメント安定性の得点が高くなるほど自尊感情得点は高くなる傾向があっ
た）
一方，父親に対する場合においては，交互作用が有意傾向を示した（（F（1,491）＝3.27，.05＜
p＜.１０））。性別の単純主効果を検討したところ，アタッチメント高群において性の単純主効果が
有意であった（F（1,491）＝7.95，p＜.01）。また，アタッチメント安定性の単純主効果を決定し
たところ，男性においてアタッチメント安定性の単純主効果が有意であった（F（1,491）＝18.60，
p＜.００１）。（Figure１参照）
Figure1 父へのアタッチメント安定性（高群・低群）と自尊感情の関係
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Figure2 父・母へのアタッチメント安定性のパターンと自尊感情の関係
父・母へのアタッチメント安定性のパターンと自尊感情との関係
父・母へのアタッチメントが自尊感情に及ぼす影響をさらに深く知るために，父・母へのアタ
ッチメント安定性得点の高低（父・母それぞれの平均値を境に，高得点群と低得点群を作成した）
の組み合わせによって，次のようなアタッチメントパターンの４つのグルーフを作成した。
即ち，母親及び父親のアタッチメント安定性において高群であれば，“父・母愛着群”に，母
親への安定性が高群で父親が低群であれば“母愛着群”，同じように，父親への安定性が高群で
母親が低群であれば，“父愛着群”に，親両方への安定性とも低群であれば，“愛着希薄群”とし
て分類した。以上の基準で分類を行い，これらのパターンによる自尊感情の差を検討するために，
性とアタッチメントパターンを要因とする２要因分散分析を行った。尚，分散分析における男性
の各セルの人数は，父・母愛着群９６名，母愛着群５７名，父愛着群５５名，愛着希薄群１１６名であっ
た。女性の各セルの人数は，父・母愛着群１０５名，母愛着群３２名，父愛着群１３名，愛着希薄群６６
名であった。Table4に各群の平均値と標準偏差を示す。
Table４ 父・母へのアタッチメント安定性のズレと性別
による自尊感情の平均値と標準偏差
男子大学生
SD
７．０７
７．２７
８．４６
７．９７
MEAN
３４．７６
３２．０４
３１．１９
２９．９５
女子大学生
SD
７．２４
５．３７
７．４３
６．１６
MEAN
３１．６０
３１．３１
３１．９１
２８．７４
アタッチメント
安定性のズレによる分類
父・母愛着群
母愛着群
父愛着群
愛着希薄群
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分散分析の結果，“アタッチメントパターン”の主効果が見られ（F（1,487）=8.41, p<.001））），
多重比較の結果，“父・母愛着群”が“愛着希薄群”と比較して，自尊感情の得点が有意に高い
傾向を示めされた。即ち，両親へのアタッチメントの程度が高ければ高いほど，両親へのアタッ
チメントの程度が希薄な群に比べ，大学生の自尊感情は高い傾向があった（Figure２参照）。
【考察】
本研究では，大学生のアタッチメント表象に焦点を当て，その主要なアタッチメントの対象を
母親だけでなく，父親にも注目し，アタッチメントの対象に対する表象の男女差について，そし
て，アタッチメント表象と自尊感情（自己に対する内的作業モデル）との間に存在する補完的な
関係性について検討を行った。
その結果，父・母に関するアタッチメント表象において，男子大学生と女子大学性において異
なる傾向が示された。即ち，母親に対するアタッチメント表象においては，女性の方が，安定的
なアタッチメント表象を有する傾向が強く，男子の場合は，より回避的なアタッチメント表象を
有する傾向が強いことが示された。また父親に対するアタッチメント表象については，安定的な
表象とアンビバレント的な表象の間において性差が見られ，女性の方がより安定的なアタッチメ
ント表象を，また男性の方がよりアンビバレント的な表象を示す傾向が示された。
このような結果は，母子関係及び父子関係を中心とした，青年期の発達的特徴から示唆される
性差及び子ともに対する父・母の養育態度の相違から考察することができる。即ち，先行研究の
知見によると，青年期において女子は男子より母親に親しみを感じやすく（Paterson et al,1994），
また，父親は，娘と息子と場合において異なる養育態度を示す傾向があり（例えば，女児に対し
ては直接的に権威を行使しなくてもすんだり対立したりする状況が少ない），父親は，父－息子
関係にくらべて父－娘関係においてより甘い態度を示すことが指摘されている（小野寺，１９８４）。
また，アタッチメント表象と自尊感情の間において，Bowlbyのアタッチメント表象と自己と
の関係性に対する仮説的な主張を支持する有効な関係性が確認された。即ち，父・母に対するア
タッチメント安定性の高い群は，アタッチメント安定性の低い群と比べ，自尊感情が高く，父・
母へのアタッチメント表象と自尊感情との間に有意な補完的関係が認められた。
また，その上，家族システム的な観点から，父・母へのアタッチメント安定性の一致・ズレの
程度による検討を行った結果，父親及び母親へのアタッチメントの安定性が高い群は，父親へも
母親へもアタッチメントの安定性が低い群に比べ，自尊感情において有意に高い得点を示した。
このような結果は，従来の，母親へのアタッチメントと自尊感情の関係を強調する知見（Hoff-
man et al., 1988 ; Burke & Weir, 1978），及び父親へのアタッチメントの影響を強調する知見（Le-
Croy, 1988 ; Gecas & Schwalbe, 1986）の両方の主張を含めた結果であり，母親のみならず父親
に対するアタッチメントの有効性を強調するものである。また，Bowlby（1973）の「自己につ
いてのワーキング・モデルは愛着人物に対するワーキング・モデルと補完的な関係から構築され
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る」の主張を実証する青年のアタッチメントの人物として，母親と父親の有効性が確認されたと
考えられた。
最近，父親の柔軟な育児が子どもの発達に影響を及ぼすといった，子どもの発達における父親
の存在および役割を強調した知見が多く報告されているが（例えば，中野・牧野，1996 ; 加藤
ら，２００２），本研究の結果より，さらに，今後の青年期を中心とするアタッチメントの研究にお
いて，母親のみならず父親へのアタッチメントを注目する研究の可能性及び必要性が示唆された
と思われる。また，家庭における養育の形態及び家族構成が大きく変化しつつある現代社会にお
いて新たな視点を提供することができたと言えるであろう。
本研究では，青年の自己概念を自分への評価及び価値概念として捉えたため，自尊感情に注目
し青年の父・母へのアタッチメント表象との関係について検討したが，今後，より多面的な側面
からの青年の自己概念を捉えたアタッチメントの研究が期待される。
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